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論　　文　　の　　要　　旨

　1964年，A．Le1ekは連続体Xに対してspanと呼ぼれる距離不変量σ（X）を定義した。この量はX

の距離関数に依存するもので，Xのある種の拡がりの度合を測るために導入された。その後数多くの

研究によって，spanが連続体の分類とその特徴付けに有効であることが証明されている。σ（X）＝Cす

なわちspan　Oを持つという性質はXの距離に依存しない位相不変量である。A．Lelekは次の未だ解

決されていない問題を提出している：A．span0を持つ連続体は＆rc－likeか？B，c㎝舳ent写像は

「arc－1ikeである」という性質およびrspan0を持つ」という性質を保存するか？本論文において著

者は，Le1ekの間題A，Bの部分解を与えると同時に，多方向よりspan0を持つ連続体の特徴付けを与

えている。主な結果は次の通りである。

　1．span　Oを持つ連続体とarc－like連続体は次の意味で極めて類似していることを示した：（1）span

0を持つ連続体は、R．Rosenによる強い意味での不動点性を持つ，（2）すべての開連続写像はspan　O

を持つという性質を保存する。2．W．T、亙㎎ramによって定義されたspan0を持つ写像を，その逆極

限展開での近似写像列の性質として特徴付げ，P－adic　so1e㎜idの対象spanを計算した。3．span　Oを

持つ連続体は，pseudo　aτcの連続像として表わせる。この写像の構成を与える均一定理を証明した。

4．span　Oを持つという性質を保存する写像の特徴付げとして，ある種の恒等写像との積が

conf1uent写像となることを示した。5．開写像よりも一般的でspaΩ0を持つという性質を保存する写

像の族を構成した。すべて異なる写像であることを実例で示している。6．5で定義した写像族がある

種の連続体を保存することを証明した。例えば，遺伝的分割不可能な連続体は最も弱い写像族で保存

される。7．spaη0を持つ違続体の特性を論じている。これらの性質がspan0を持つ写像により保存

されるかどうかを決定している。

一525一



審　　査　　の　　要　　旨

　空問のある種の拡がりを規定するSpanの概念は，連続体の分類と特徴付げに極めて有効ではある

が，効果的に用いるのに複雑な段階を経て適用するという難点がある。著者は，Lelekの問題を解決す

るに当って，span　Oをもつ写像そのものを逆極隈展開等の方法により，明確に把握することを見出し

た。sp＆n0を持つ連続体がR．Rosenの意味での不動点性を持つこ二とおよび開写像がspan0を持つ連

続体を保存することの証明には，著書の発見した方法が極めて有効であった。特に後者は，E．Duda

に依り提出された問題の完全な解決であった。pseudoarcからspan　Oを持つ連続体への連続写像を構

成する均一定理ぱ，○VeζSteegenによる同種の結果と並んで高い評価が与えられている。後半で導入

したchain1ifti㎎p岬ertyを持つ写像族は，今後c㎝f1uent写像等と同じく連続体研究の有効な手段と

なると考えられる。最後に考慮の対象になった局所的にspan0を持つが全体ではspaむ0を持たない

連続体の性質は、近未来の研究対象として興味深いものである。著老の結果は何れも注目に値するも

のであり，国際的にも高度な評価が与えられている。

　よって，著者は理学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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